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サービス
の認定基準の例

訪問入浴介護
サービス
の認定基準の例

「シルバーマーク」は良質な介護サービスの証です！

社団法人 シルバーサービス振興会
〒102-0083 東京都千代田区麹町3-1-1麹町311ビル  TeI.03-5276-1600

認定事業所はこちら

http://www.espa.or.jp
【知るナビ】シニアの暮らしに役立つ商品・サービス情報

http://www.sil-navi.com/

事業所選択の指標、知っておこうシルバーマーク!!  詳細はこちら シルバーマーク

シルバーマーク

シルバーマーク

シルバーサービスの
安心と信頼の証

20年の実績を誇る認定制度です

検　索検　索 シルナビ 検　索検　索

平成元年に誕生したこの制度は、高齢者がシルバーサービスを安心して利用できるよう、良質なサービ
スの育成発展を目的に設けられた20年以上の実績を持つ認定制度です。

現在5種類の在宅サービスが対象です
対象となっているのは、「ホームヘルプ(訪問介護)」「訪問入浴介護」「福祉用具レンタル」「福祉用具販売」
「在宅配食」の5つの在宅サービスです。

＊シルバーマークの対象には訪問介護、訪問入浴、福祉用具貸与、福祉用具販売、在宅配食の５つの在宅サービスがあり、それぞれに認定基準が設けてあります。今後シルバーサービスの拡大とともにマークの種類を増やす予定です。

営利を目的としない公益法人の運営です
公正・中立な立場から委員の参加等により、厳格かつ透明性の高い運営をしています。

厳しい認定基準をクリアしている事業所だから安心です
介護保険の指定基準を上回る「認定基準」を定めています。書類審査と実地調査でサービス内容を検査・
審査し、シルバーサービスに「シルバーマーク」を交付しています。また、2年ごとの更新システムでサービ
ス内容を検証しています。

職員の配置
●採用時、看護師であ
るサービス従事者
に対して28時間以
上、 看護師を除く
サービス従事者に
対して60時間以上
の研修を行うこと。 
また、採用後にも毎
年6時間以上の定
期研修を行うこと

職員の研修
●良質かつ均質なサービスを提供するためにサービ
ス実施マニュアルが定められ、その内容はサービス
従業者に徹底されていること 

●最初のサービス実施前に入浴可否の意見書が確認
されていること 

●看護師により、入浴前および入浴後に利用者の身
体状態の測定、観察および聴取が行われているこ
と

●設備・器具類は安全衛生基準を満たしたものが使
用され、管理についても安全衛生管理基準が遵守
されていること

サービスの実施
●嘱託医または協力医療機関が確保されていること 
●利用者記録の管理方法が定められ、管理者により適切に保管
されていること 

●利用者のプライバシー保護に適切な配慮が行われていること 
●シルバーサービス振興会が定める契約に関し守るべき事項が
遵守されていること 

●サービスに関する苦情を受け付ける窓口が設置されており、
利用者、家族等から苦情があった場合、迅速な対応が行われて
いること 

●シルバーサービス振興会が定める表示に関し守るべき事項が
遵守されていること

その他
●看護師を含むサービス従
事者3名以上をもってサー
ビス提供にあたり、このう
ち1名が当該サービスの責
任者とされること 

●サービス従事者は、採用時
に健康診断を受け、採用後
においても毎年健康診断
を受けること。 また、サー
ビス実施前に健康状態の
チェックを行うこと

訪問入浴介護編訪問入浴介護編

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
最
大
の
特

徴
は
、
民
間
の
営
利
追
求
が
認

め
ら
れ
つ
つ
も
、
経
営
努
力
の

届
か
な
い
制
度
改
正
・
報
酬
改

定
に
よ
っ
て
収
支
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
『
制
度
変
更
リ
ス

ク
』
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
、
今
後
の

制
度
変
更
リ
ス
ク
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
の
が
、
高
齢
者
住
宅

事
業
で
す
。
そ
の
理
由
は
現
行

の
介
護
保
険
制
度
と
の
相
性
の

悪
さ
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

備
え
て
財
源
や
人
材
の
効
率
的

な
運
用
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
様
々
な
施
策
が
�
裏

目
�
に
出
て
い
る
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
財
政
・
人
材
の
効
率

的
運
用
と
い
う
観
点
か
ら
高
齢

者
住
宅
事
業
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。実

務
的
に
は
、
集
合
住
宅
で

暮
ら
す
要
介
護
高
齢
者
が
増
え

る
と
、
移
動
の
時
間
が
必
要
な

い
た
め
効
率
的
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
排
泄
介
助
を
例
に
挙
げ
る

と
、
自
宅
介
護
の
場
合
、
実
際

の
介
助
時
間
は
１５
分
程
度
で

も
、
準
備
や
移
動
を
考
え
る
と

一
時
間
当
た
り
一
軒
程
度
し
か

訪
問
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
対
し
て
高
齢
者
住

宅
で
あ
れ
ば
、
連
続
的
、
効
率

的
に
介
護
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
す
し
、
急
な
ト
ラ
ブ
ル
に
対

し
て
も
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

本
来
、
効
率
的
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
出
来
る
と
い
う
こ

と
は
、
財
政
的
に
も
効
率
的
な

運
用
が
可
能
と
な
る
は
ず
。
し

か
し
、
現
状
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は

生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に

『
高
齢
者
住
宅
の
増
加
は
介
護

保
険
財
政
悪
化
の
一
因
』
と
考

え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ

れ
が
端
的
な
形
で
表
れ
た

の
が
２
０
０
６
年
度
か
ら
の

『
特
定
施
設
の
総
量
規
制
』
で

す
。こ

の
総
量
規
制
は
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
、
認
知
症
高
齢
者
共
同

生
活
介
護
、
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
等
の
い
わ
ゆ
る
『
日

額
包
括
算
定
方
式
』
を
と
る
居

住
系
サ
ー
ビ
ス
の
総
量
を
規
制

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
た

だ
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
福
祉

計
画
等
で
別
途
算
定
さ
れ
る
も

の
で
す
か
ら
、
実
質
的
に
は
特

定
施
設
、
つ
ま
り
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
の
規
制
で
す
。

導
入
さ
れ
た
理
由
は
分
か
ら

な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
記
の
表
は
、
自
宅
で
生
活

す
る
要
介
護
度
別
の
区
分
支
給

限
度
額
の
利
用
割
合
（
０８
年
度

介
護
給
付
費
実
態
調
査
）
と
、

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の

月
額
報
酬
（
３０
日
）
を
比
較
し

た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
自
宅
で
生

活
す
る
要
介
護
１
の
高
齢
者
は

支
給
限
度
額
の
約
４
割
に
当
た

る
１
カ
月
６
８
７
６
単
位
し
か

利
用
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
特

定
施
設
）
に
入
居
す
る
と
一
律

１
万
７
１
３
０
単
位
が
必
要
で

す
。
そ
の
差
は
１
人
当
た
り
１０

万
円
超
。
特
に
、
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
は
、
要
介
護
２
ま

で
の
軽
度
要
介
護
高
齢
者
が
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
か

ら
、『
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
増
加
は
、
介
護
保
険
財
政

悪
化
の
要
因
』
と
し
て
、
多
く

の
都
道
府
県
で
新
規
指
定
が
認

め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。総

量
規
制
導
入
も

財
政
悪
化
の
懸
念

し
か
し
、『
介
護
付
有
料
老

人
ホ
ー
ム
だ
け
を
規
制
す
れ
ば

良
い
の
か
』
と
言
え
ば
、
問
題

は
そ
う
単
純
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
総
量
規
制
に
よ
っ
て
、
新

規
の
物
件
は
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
高
専
賃
に
移
行
し
て

い
ま
す
。
最
近
開
設
さ
れ
る
も

の
の
多
く
は
、
同
一
法
人
で
運

営
す
る
訪
問
介
護
や
通
所
介
護

を
併
設
し
て
、
オ
ン
コ
ー
ル
体

制
で
重
度
要
介
護
高
齢
者
に
も

対
応
出
来
る
グ
ル
ー
プ
一
体
型

の
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
在
宅
扱
い

の
ホ
ー
ム
。
区
分
支
給
限
度
額

の
平
均
利
用
率
は
、
重
度
要
介

護
高
齢
者
の
利
用
割
合
も
５０
％

程
度
留
ま
っ
て
い
る
た
め
、
財

政
上
、
介
護
付
よ
り
も
効
率
的

に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

者
住
宅
の
実
態
を
考
え
る
と
、

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
の
な
い
独
居

高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
割
合

は
高
く
な
り
ま
す
し
、
特
に
、

こ
の
よ
う
な
�
一
体
型
�
の
場

合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
く
働
く
た

め
、
区
分
支
給
限
度
額
一
杯
ま

で
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
重
度
要
介
護

高
齢
者
が
多
く
な
る
と
、
当
初

の
目
論
見
に
反
し
て
、
介
護
報

酬
は
介
護
付
を
逆
転
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

保
険
財
政
の
効
率
的
利
用
と

い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
介
護
付

有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
特
定
施

設
）
に
は
重
度
要
介
護
高
齢
者

が
多
く
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ

ー
ム
（
区
分
支
給
限
度
額
方

式
）
に
は
、
軽
度
要
介
護
高
齢

者
が
多
い
と
い
う
の
が
理
想
で

す
。
で
す
が
、
事
業
者
に
と
っ

て
は
第
３
回
連
載
で
説
明
し
た

と
お
り
、
そ
の
逆
が
運
営
し
や

す
く
、
そ
の
上
利
益
も
高
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

然
、
営
利
を
追
求
す
る
事
業
者

の
選
択
は
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
、
一
律
の
「
総

量
規
制
」
は
財
務
改
善
で
は
な

く
、
財
務
悪
化
と
い
う
逆
効
果

を
招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
と
い
う
の
が
実
態
な
の
で

す
。一

方
で
、
０６
年
改
定
で
は
要

介
護
度
別
に
報
酬
上
限
が
決
ま

っ
て
い
る
『
外
部
サ
ー
ビ
ス
利

用
型
特
定
施
設
』
が
創
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
基
本
部
分
に
加
え
て

出
来
高
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
形
態
で
、
重
度
者
の
報

酬
が
抑
え
ら
れ
た
報
酬
体
系
。

当
然
、
選
ぶ
事
業
者
も
少
な
い

報
酬
体
系
で
す
が
、
診
療
報
酬

で
は
既
に
在
宅
よ
り
も
集
合
住

宅
へ
の
診
療
に
対
す
る
報
酬
を

切
り
下
げ
た
体
系
が
導
入
さ
れ

て
い
る
と
い
う
前
例
も
。
介
護

報
酬
に
も
こ
の
方
式
が
導
入
さ

れ
る
可
能
性
は
高
い
と
見
る
の

が
自
然
で
す
。

加
え
て
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
届
け
出
に
か
か
ら
な
い
『
一

定
水
準
の
高
専
賃
』
に
よ
っ

て
、
そ
の
量
的
拡
大
や
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
管
理
す
る
こ
と
す
ら

出
来
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
つ
い
て
は
次
回
詳
解

し
ま
す
が
、
省
庁
間
の
綱
引
き

で
発
生
し
た
こ
の
２
つ
の
制
度

の
歪
は
、
報
酬
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
大
き
な
混
乱
を
招
い
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
こ
の

数
年
の
内
に
大
き
な
修
正
が
加

え
ら
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

不
安
定
な
制
度
に

事
業
者
意
欲
減
退
も

『
制
度
変
更
リ
ス
ク
』
は
事

業
計
画
に
不
可
欠
な
視
点
で

す
。
長
期
的
に
見
る
と
、『
こ

っ
ち
が
得
だ
』『
こ
っ
ち
が
楽

だ
』
等
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え

ず
、
最
終
的
に
そ
の
よ
う
な
制

度
の
不
備
や
隙
間
を
突
く
よ
う

な
事
業
計
画
は
、
商
品
性
・
事

業
性
を
見
誤
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
制
度
で
利

益
が
出
て
て
も
、
制
度
変
更
に

よ
っ
て
、
一
気
に
収
支
が
悪
化

す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

現
状
で
は
、
事
業
者
は
そ
の

場
限
り
で
方
向
性
の
定
ま
ら
な

い
制
度
設
計
の
た
め
に
、
長
期

的
な
事
業
計
画
を
立
て
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
不
安
定
な
制

度
が
優
良
な
事
業
者
の
高
齢
者

住
宅
へ
の
投
資
意
欲
を
低
下
さ

せ
る
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
す
。（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
濱
田
孝
一
）

全
国
に
３
５
０
カ
所
の
拠

点
を
展
開
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
大
手
の
セ
ン
ト
ケ
ア
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
（http

:
www.saint-care.com

）。

訪
問
入
浴
事
業
は
１
９
８
４

年
の
創
業
時
か
ら
提
供
し
て

い
る
コ
ア
サ
ー
ビ
ス
だ
。
９０

年
に「
在
宅
入
浴
サ
ー
ビ
ス
」

で
の
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
を
取

得
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維

持
・
向
上
に
活
か
し
て
い

る
。「
賠
償
責
任
保
険
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
働
く
人
の
安
心

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
現
場
で
も
好
評
だ
。

神
奈
川
県
秦
野
市
の

セ
ン
ト
ケ
ア
秦
野
は
、

１
９
９
７
年
開
設
。
以

前
は
静
岡
県
三
島
市
ま

で
の
広
い
エ
リ
ア
を
持

ち
、
現
在
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
が
９４
人

お
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
２４

人
の
大
所
帯
だ
。

身
体
が
温
ま
る
と
好

評
の
温
泉
効
果
の
あ
る

炭
酸
泉
で
の
入
浴
が
出

来
る
入
浴
車
や
、
ベ
ッ
ド
シ

ー
ツ
の
無
料
提
供
な
ど
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
し
て
お

り
、
新
規
利
用
が
な
い
月
は

な
い
と
い
う
。

「
訪
問
入
浴
は
お
年
寄
り

に
と
っ
て
は
特
別
な
サ
ー
ビ

ス
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
方
の
ご

家
族
か
ら
�
逝
く
前
に
一
度

お
風
呂
に
入
ら
せ
て
あ
げ
た

い
�
と
い
う
ご
連
絡
が
来
る

こ
と
も
。
療
養
病
床
の
再
編

な
ど
こ
れ
か
ら
は
重
度
の
方

が
在
宅
に
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
安
心
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
質
の

違
い
を
自
信
を
も
っ
て
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
」

野
間
弘
臣
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

話
す
。

訪
問
入
浴
は
、
体
調
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
な

く
な
る
な
ど
、
臨
機
応
変
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持

に
は
、
き
め
細
か
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が
欠

か
せ
な
い
。

「
２
年
に
１
度
の
更

新
時
に
は
外
部
の
評
価

機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入

り
ま
す
。
現
場
に
と
っ

て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内

容
な
ど
の
再
確
認
を
通

じ
、
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ

め
直
す
い
い
機
会
に
な

っ
て
い
ま
す
」

ま
た
、
マ
ー
ク
取
得

に
賠
償
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き

い
と
い
う
。

１
事
業
者
と
し
て
賠
償
保

険
を
契
約
す
る
の
に
は
大
変

な
労
力
が
か
か
る
が
、
マ
ー

ク
取
得
に
よ
り
必
要
な
体
制

が
整
っ
て
い
る
信
頼
が
前
提

に
な
る
た
め
、
保
険
会
社
の

対
応
も
ス
ム
ー
ズ
だ
。

「
面
接
時
に
保
険
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

働
く
人
の
安
心
感
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

評
価
し
て
い
る
。

セ
ン
ト
ケ
ア
で
は
、
訪
問

介
護
、
訪
問
入
浴
の
２
種
の

マ
ー
ク
を
取
得
し
て
い
る
。

要介護 5

35830

58.0%

20766

25530

要介護 4

30600

56.8%

17392

23400

要介護 3

26750

50.8%

13587

21330

要介護 2

19480

48.0%

9352

19230

要介護 1

16580

41.5%

6876

17130

要支援 2

10400

39.8%

4141

14070

要支援 1

4970

46.8%

2325

6090

要介護度

区分支給限度額（単位）

平均利用率

平均給付単位数

特定施設月額報酬（単位）

在

宅

第５回

（２）

セ
ン
ト
ケ
ア
神
奈
川
㈱

セ
ン
ト
ケ
ア
秦
野

訪
問
入
浴
介
護

区分支給限度額と特定施設の報酬

賠償責任保険がセット

制
度
変
更
リ
ス
ク
を
考
慮

効
果
疑
問
な
ら
再
修
正
も

野間マネジャー

（第３種郵便物認可）２００９年（平成21年）12月11日（金曜日）ビジネス7
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